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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期
第１四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日

自　平成24年１月１日
至　平成24年12月31日

売上高 （千円） 4,926,861 16,583,858

経常利益 （千円） 57,914 168,576

四半期（当期）純利益 （千円） 30,171 107,031

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 30,203 115,297

純資産額 （千円） 1,583,970 1,574,860

総資産額 （千円） 5,836,397 4,907,009

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 15.38 54.55

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）

純利益金額

（円） － －

自己資本比率 （％） 27.1 32.1

（注）１　当社は前第２四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前第１四半期連結累計期間

については記載しておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３　売上高には消費税等は含まれておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの、希薄化効果を

有していないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

　

　（アスクルエージェント事業）

　新規設立：株式会社らくさあ（連結子会社）　

　

　この結果、平成25年３月31日現在では、当社グループは、当社及び子会社２社により構成されることとなりました。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　第23期有価証券報告書の「第２　事業の状況　４　事業等のリスク」に記載した内容から重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　また、当社は第23期第２四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との対比は

行っておりません。　

　

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済対策、金融政策の効果を背景に緩やかに持ち直しの動きが

見られたものの、欧州における財政問題の長期化や海外景気の下振れ懸念などにより、景気の先行きは不透明な状

況で推移いたしました。

　当社グループが属するコンピュータ販売業界におきましては、景気回復期待によるリプレース需要はあったもの

の、Windows8の不振、スマートフォンやタブレット端末の人気などの影響により、昨年同四半期に比べパソコンの出

荷台数は減少いたしました。

　このような状況の下、当社グループは強みである在庫戦略を推進し、特に売れ筋商品の販売に力を入れることによ

り、売上高の増加に努めてまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は4,926,861千円、経常利益は57,914千円、四半期純利益は30,171

千円となりました。

①　情報機器販売事業

　重点ユーザーに対する積極的な営業活動を行ったことにより、パソコンの受注台数は増加したものの、販売価格

の下落傾向が続いたため、売上高は3,777,662千円、営業利益は50,446千円となりました。

②　アスクルエージェント事業

　既存取引先の稼働促進や新規取引の拡大が順調に推移したため、売上高は1,148,510千円、営業利益は10,379千

円となりました。

③　その他　

　その他におきましては、派遣事業を行っております。

　その他全体での売上高は687千円、営業損失は195千円となりました。　

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。
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(4）生産、受注及び販売の実績

　当社グループは、法人向けコンピュータ及び周辺機器の販売を中心に事業を営んでおり、生産状況及び受注状況は

記載しておりません。

①　商品仕入実績

　セグメントの名称

当第１四半期連結累計期間

（自　平成25年１月１日

　　至　平成25年３月31日）

情報機器販売事業 （千円） 3,202,412　

アスクルエージェント事業 （千円） 1,010,060　

その他 （千円） ―　

　　　合計 （千円） 4,212,473　

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

②　販売実績

　セグメントの名称

当第１四半期連結累計期間

（自　平成25年１月１日

　　至　平成25年３月31日）

情報機器販売事業 （千円） 3,777,662

アスクルエージェント事業 （千円） 1,148,510

その他 （千円） 687

　　　合計 （千円） 4,926,861　

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　経営成績に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は、第23期有価証券報告書の「第２　事業の状況　４　事業等のリ

スク」に記載のとおりであります。

　

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　資金需要

　当社グループの運転資金のうち主なものは、販売及び在庫のための商品購入ならびに販売費及び一般管理費に

よるものであります。

②　資本の財源

　当社グループにおける増加運転資金につきましては、内部資金及び金融機関からの借入等によって調達してお

ります。なお、借入金の返済に関しましては、資金の状況を勘案しつつ、計画的に返済する方針であります。

　

(7）経営者の問題認識と今後の方針について

　現在の営業環境は、経済対策の効果、円安による輸出環境の改善等を背景に、国内景気に回復の兆しが見られるも

のの、依然として海外景気の下振れによる景気の下押しリスクは存在しており、今後も引き続き不透明な状況が続

くものと認識しております。

　当社グループの経営陣は、これまで事業に従事してきた経験や、現在入手可能な情報に基づき、最善の経営判断を

おこなっており、引き続き積極的な営業活動を展開すると共に、業務の効率化を推し進めてまいります。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,600,000

計 6,600,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年５月14日）

（注）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,011,500 2,011,500

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であり、単元株式
数は100株であります。

計 2,011,500 2,011,500 － －

（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成25年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年１月１日～

平成25年３月31日
－ 2,011,500 － 250,865 － 201,000

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　 49,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　1,961,600 19,616 －

単元未満株式 普通株式　　　　　400 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　　　　　　 2,011,500 － －

総株主の議決権 － 19,616 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。

また、「議決権の数」欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社ハイパー

東京都中央区日本橋堀留町

２丁目９－６
49,500 ― 49,500 2.46

計 － 49,500 ― 49,500 2.46

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当社は、前第２四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較情報

は記載しておりません。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平成

25年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,115,473 1,238,712

受取手形及び売掛金 2,522,867 3,425,296

電子記録債権 94,000 126,385

商品 661,635 509,973

その他 83,475 89,651

貸倒引当金 △12,008 △16,981

流動資産合計 4,465,444 5,373,037

固定資産

有形固定資産 42,033 41,002

無形固定資産 305,401 327,563

投資その他の資産

投資有価証券 10,176 10,811

その他 160,599 161,898

貸倒引当金 △76,645 △77,916

投資その他の資産合計 94,130 94,792

固定資産合計 441,564 463,359

資産合計 4,907,009 5,836,397

負債の部

流動負債

買掛金 1,871,591 2,952,540

短期借入金 700,000 600,000

1年内返済予定の長期借入金 234,060 233,260

未払法人税等 73,471 21,824

賞与引当金 36,282 19,646

その他 127,890 193,954

流動負債合計 3,043,295 4,021,225

固定負債

長期借入金 273,045 215,330

その他 15,808 15,871

固定負債合計 288,853 231,201

負債合計 3,332,149 4,252,426
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 250,865 250,865

資本剰余金 201,000 201,000

利益剰余金 1,138,394 1,146,003

自己株式 △14,979 △14,979

株主資本合計 1,575,280 1,582,889

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △420 △11

その他の包括利益累計額合計 △420 △11

少数株主持分 － 1,093

純資産合計 1,574,860 1,583,970

負債純資産合計 4,907,009 5,836,397
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

売上高 4,926,861

売上原価 4,364,135

売上総利益 562,725

販売費及び一般管理費 502,095

営業利益 60,630

営業外収益

受取利息 137

広告料収入 109

その他 435

営業外収益合計 682

営業外費用

支払利息 2,148

支払手数料 1,000

その他 250

営業外費用合計 3,399

経常利益 57,914

税金等調整前四半期純利益 57,914

法人税、住民税及び事業税 20,292

法人税等調整額 7,827

法人税等合計 28,119

少数株主損益調整前四半期純利益 29,794

少数株主損失（△） △376

四半期純利益 30,171
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 29,794

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 408

その他の包括利益合計 408

四半期包括利益 30,203

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 30,580

少数株主に係る四半期包括利益 △376
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社らくさあを連結の範囲に含めております。　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日）

減価償却費 23,303千円

のれんの償却額 2,507　

　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月28日

定時株主総会
普通株式 22,563 11.50平成24年12月31日平成25年３月29日利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）２

情報機器販
売事業

アスクル
エージェン
ト事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,777,6621,148,5104,926,1736874,926,861 － 4,926,861

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － － －

計 3,777,6621,148,5104,926,1736874,926,861 － 4,926,861

セグメント利益又は

損失（△）
50,44610,37960,826 △195 60,630 － 60,630

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、派遣事業を含んでおります。

　　　２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　のれんについては、重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 15円38銭

（算定上の基礎） 　

四半期純利益金額（千円） 30,171

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 30,171

普通株式の期中平均株式数（株） 1,962,000

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －　

（算定上の基礎） 　

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの希薄化効果を有しないた

め記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成25年５月14日

株式会社ハイパー

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 百　　井　　俊　　次　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤　　原　　　　　選　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハイパー

の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成25年１月１日から平成25

年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハイパー及び連結子会社の平成25年３月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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